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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡観察画像を表示するためのモニタテレビが最上段の棚に載せられ、その下方に配
置された複数の棚には内視鏡と共に用いられる他の機材が載せられて、底部に取り付けら
れた車輪により移動自在に構成された内視鏡用カートにおいて、
　上記モニタテレビを覆うためのフードと、上記他の機材が配置された部分の少なくとも
前面側を遮蔽するためのスクリーンとを、各々開閉自在に設けたことを特徴とする内視鏡
用カート。
【請求項２】
　上記フードと上記スクリーンとが各々、開閉動作では上記内視鏡用カートから分離しな
い状態に設けられている請求項１記載の内視鏡用カート。
【請求項３】
　上記フードが、支軸を中心に回動自在な複数の骨状部材を有していて、上記各骨状部材
の間に膜状部材が張られている請求項１又は２記載の内視鏡用カート。
【請求項４】
　上記スクリーンが、上端部分に巻き取り軸が設けられたロールスクリーン状である請求
項１、２又は３記載の内視鏡用カート。
【請求項５】
　上記スクリーンの移動側端部を係脱自在なスクリーン止め部材が上記複数の棚の中の最
下段の棚付近に設けられていて、上記スクリーンの移動側端部を上記スクリーン止め部材
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に係合させることにより、上記他の機材が配置された部分の前面側を遮蔽する状態に上記
スクリーンが維持される請求項４記載の内視鏡用カート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡検査を行う際に用いられる機材を載せるための内視鏡用カートに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用カートは一般に、例えば図６に示されるように、内視鏡観察画像を表示するた
めのモニタテレビ９１が最上段の棚９２に載せられ、その下方に配置された複数の棚９３
，９４，９５には内視鏡と共に用いられる他の機材（例えば、ビデオプロセッサ９６やポ
ンプ９７等）が載せられて、底部に取り付けられた車輪９８により移動自在に構成されて
いる（例えば、特許文献１、２）。
【特許文献１】特開２０００－２９６１００
【特許文献２】特開２００２－２２４０１３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　内視鏡用カートに載せられた機材は、保管場所によっては埃などに晒されて故障が発生
する場合がある。また、移動の際には、周囲の物に誤ってぶつけて破損する場合があり、
移動中に丸見えの機材が内視鏡検査前の患者に不安感を持たせてしまう場合もある。
【０００４】
　そこで本発明は、埃や衝突等による機材の故障・破損の発生を防止することができ、ま
た内視鏡検査前の患者に不安感を持たせないようにすることができる内視鏡用カートを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用カートは、内視鏡観察画像を表示するた
めのモニタテレビが最上段の棚に載せられ、その下方に配置された複数の棚には内視鏡と
共に用いられる他の機材が載せられて、底部に取り付けられた車輪により移動自在に構成
された内視鏡用カートにおいて、モニタテレビを覆うためのフードと、他の機材が配置さ
れた部分の少なくとも前面側を遮蔽するためのスクリーンとを、各々開閉自在に設けたも
のである。
【０００６】
　なお、フードとスクリーンとが各々、開閉動作では内視鏡用カートから分離しない状態
に設けられているとよい。また、フードが、支軸を中心に回動自在な複数の骨状部材を有
していて、各骨状部材の間に膜状部材が張られていてもよく、スクリーンが、上端部分に
巻き取り軸が設けられたロールスクリーン状であってもよい。
【０００７】
　そして、スクリーンの移動側端部を係脱自在なスクリーン止め部材が複数の棚の中の最
下段の棚付近に設けられていて、スクリーンの移動側端部をスクリーン止め部材に係合さ
せることにより、他の機材が配置された部分の前面側を遮蔽する状態にスクリーンが維持
されるようにしてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、モニタテレビを覆うためのフードと、他の機材が配置された部分の少
なくとも前面側を遮蔽するためのスクリーンとを、各々開閉自在に設けたことにより、保
管時にはテレビモニタやその他の機材が埃などに晒されず、移動の際には周囲の物に誤っ
てぶつけて機材を破損する恐れが大幅に減少すると共に、機材が外から見えなくなること
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により内視鏡検査前の患者に不安感を持たせる恐れがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　内視鏡観察画像を表示するためのモニタテレビが最上段の棚に載せられ、その下方に配
置された複数の棚には内視鏡と共に用いられる他の機材が載せられて、底部に取り付けら
れた車輪により移動自在に構成された内視鏡用カートにおいて、モニタテレビを覆うため
のフードと、他の機材が配置された部分の少なくとも前面側を遮蔽するためのスクリーン
とを、各々開閉自在に設ける。
【実施例】
【００１０】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２と図３は内視鏡用カートの側面図と正面図である。
　１は背面壁板、２は側面壁板であり、内視鏡用カートの前面側には壁板の類は設けられ
ていない。
【００１１】
　背面壁板１と側面壁板２の上端部に固定的に取り付けられた最上段の棚３の上には、内
視鏡観察画像等を表示するためのモニタテレビ１１が前方に向けて載せられており、その
下方に配置された複数の棚４，５，６には、内視鏡と共に用いられる他の機材（例えばビ
デオプロセッサ１２やポンプ１３等）が載せられている。
【００１２】
　一番下の棚である底板６の裏面の四隅には各々、車輪７が回転自在及び向きをフリーに
変えられる状態で回動自在に取り付けられていて、内視鏡用カートを任意の位置に移動さ
せることができる。
【００１３】
　最上段の棚３上には、モニタテレビ１１を覆うための開閉自在なフード２０が設けられ
ており、図２と図３にはフード２０が開いた状態が示されている。フード２０には、最上
段の棚３の左右両端に設けられた支軸２１を中心に回動自在な複数の（例えば１０個程度
の）骨状部材２２が設けられている。
【００１４】
　骨状部材２２は各々がコの字状に形成されて、両端部分において支軸２１に通常の開閉
動作では外れない状態に受けられていて、各骨状部材２２の間には布製又は合成樹脂フィ
ルム製の膜状部材２３が隙間なく張られている。
【００１５】
　また、最上段の棚３の前端縁部には、そこから底板６の前端縁部までの間の内視鏡用カ
ートの前面部分全体を遮蔽するための開閉自在なスクリーン３０が、通常の使用では外れ
ない状態に取り付けられており、図２と図３にはスクリーン３０が開いた状態が示されて
いる。
【００１６】
　この実施例のスクリーン３０は、布製又は合成樹脂フィルム製のスクリーン幕３１が巻
き取り軸３２の周囲に巻き取られるロールスクリーンタイプのものであり、スクリーン幕
３１の先端に取り付けられた引っ掛け部材３３に対して係脱自在なスクリーン止め部材９
が底板６に取り付けられている。
【００１７】
　このように構成された内視鏡用カートにおいては、図１に示されるように、フード２０
の骨状部材２２を支軸２１を中心に回動させることにより、フード２０がモニタテレビ１
１を覆う状態に移行し、スクリーン幕３１を巻き取り軸３２部分から引き下げることによ
り、スクリーン３０が内視鏡用カートの前面を覆う状態に移行する。
【００１８】
　図４と図５は、フード２０とスクリーン３０が共に閉じられた状態の側面図と正面図で
あり、フード２０を閉じた状態にすると、モニタテレビ１１が膜状部材２３によって完全
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に覆われた状態になり、スクリーン３０の引っ掛け部材３３をスクリーン止め部材９に係
合させると、ビデオプロセッサ１２とポンプ１３の前面側がスクリーン幕３１によって完
全に遮蔽されてその状態が維持される。
【００１９】
　したがって、内視鏡検査が行われない保管時にはモニタテレビ１１及びその他のビデオ
プロセッサ１２やポンプ１３等の機材が埃などに晒されず、移動の際には、周囲の物に誤
ってぶつけても機材を破損する恐れが減少する。また、機材が外から見えなくなることに
より、内視鏡検査前の患者に不安感を持たせる恐れがなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用カートのフードとスクリーンが閉じる動作を示す側面
図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用カートの側面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用カートの正面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡用カートのフードとスクリーンが閉じた状態を示す側面
図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡用カートのフードがスクリーンが閉じた状態を示す正面
図である。
【図６】従来の内視鏡用カートの正面図である。
【符号の説明】
【００２１】
　３　最上段の棚
　４，５　棚
　６　底板（棚）
　７　車輪
　９　スクリーン止め部材
　１１　モニタテレビ
　１２　ビデオプロセッサ（他の機材）
　１３　ポンプ（他の機材）
　２０　フード
　２１　支軸
　２２　骨状部材
　２３　膜状部材
　３０　スクリーン
　３１　スクリーン幕
　３２　巻き取り軸
　３３　引っ掛け部材
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